














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































こ の構想 案 は， 現 時点 で は単な る机上 のプ ラ ン
に過 ぎないが，小中一貫 の ９年間 の 厂５層 ６領域」
のカ リキュ ラ ム編成 を採用 して いる。 すな わち，
シ ークエ ンスとして， 環境 拡大方 式を取 り入 れ，
各学 年 の テーマが， １・２学年 が 「‾家 族・学 校 ・
近 隣生活 」， ３・ ４学 年 が 厂地 域社会生 活」， ５・
６学年 が 「‾国民 生活」， ７・ ８学 年が 匚国際社会」，
そし て義務教 育 の最終学年 で ある ９学 年 が 匚現代
社会 の課題」 となって いる。
一方 ， スコ ープ は主 スコープ と副 スコ ープ に分
けてい る。主 スコープ は，「経済」匚民 主政治 と法」
匚社 会 と文化 」 匚環境」 匚国 際関 係 と平和 」 とい う
現代 社会 の特質 や課題 を とらえ る ５つ のテ ーマ と
小・中学校社会科カリキュラム構想案
＼
経 済 民 主政 治と
法












































































○ 世 界の特 色
ある産業
○ 地域 の特 色
あ る 産業の歩
み
○地域 の産柴
と世 界とのつ
ながり
○世界の政治
家
○口本の政治
の昔と今
○地域の政治
○世界の祭り
○日本の祭り
○人々の願い
○ 世界 の人々
の水と生活
○水を求めて
○ 健康 で安全
な生活
○ スーパー
の中の世界
○多 文化理
解
○ 外国から
のニー7一 ス
○
５・ ６
学年
国民
生活
○国 民生活を
支える産業
○経 済の上 で
の世 界との つ
ながり
○世界の裁判
制度と法
○日本の法の
歴史
○民主主義と
は
○ＮＰＯ
○ユネスコと
‘7 ニセフ
○世界の特色
ある環境
○日本の環境
の変容
○持続可能な
開発のために
○ 世界と の
結びつき
○ 情報の 国
際化
○
７・ ８
学年
国際
社会
○経 済格 差は
なぜ 生まれ る
のか
○経 済格差 を
縮 めるには ど
うす れば よい
か
○世界の人
権問題はな
ぜ起こるの
か
○投票率を
上げるには
どうすれば
よいか
○なぜ今生命
倫理や情報倫
理が課題とな
っているのか
○多文化社会
をどう生きて
いけばよいか
○世界の環境
問題はなぜ生
まれたのか
○環境問題を
どう解決する
か
○峨争はな
ぜ起こるの
か
○国際平 和
を実現す る
にはど うす
ればよいか
○
９
学年
現代
社会
の
課題
○ 自分た ちの
企業 を 立ち上
げてみよう
○自分たちの
憲法案を提言
しよう
○情鎔化社会
をどう生きて
いくか考えよ
つ
○地球温暖化
対策を提言し
よう
○国際 平和
貢献プ ロジ
ェクトを 計
画しよう
○卒業研究
一219 一
厂学校の特定課題」の６領域からなり，各テーマ
を副スコープである厂空間」匚時間」匚社会」とい
う３つの軸を視点に内容構成を考えていくことに
なる
。最終的には，第９学年の６つの単元案
「匚自分たちの企業を立ち上げてみよう」匚自分た
ちの憲法案を提言しよう
」匚情報化社会をどう生
きていくか考えよう
」匚地球温暖化対策を提言し
よう
」「‾国際平和貢献プロジェクトを計画しよう」
厂卒業研究コにおいて，シティズンシップ教育と
しての社会科のまとめが行われるような計画となっ
ている。
５　おわりに～これからの社会科カリキュラムで育てたい子ども像～
おわりに
，このようなカリキュラムで育てたい
子ども像として
，平成19年８月６日の平和記念式
典における
，小学校６年生の厂平和への誓い」
（資料）を紹介しておきたい。
この匚平和への誓い」に表現されている子ども
たちの姿は
，戦争やヒロシマを知っている・わかっ
ているだけでなく
，その背景を熟考し，それに対
する自分なりの意見や考えを持ち
，それを表現し
ながらよりよい社会形成への参加
・参画を考えよ
うとしてものではなかろうか
。シティズンシップ
教育としての社会科では
，このような子どもを育
てていくカリキュラム編成が求められているので
はなかろうか。
【参考文献】
1）小原友行「公民的資質の育成をどう変えるか」社
会認識教育学会繼『社会科教育の21世紀』明治図書，
1985
2）小原友行厂社会的な見方・考え方を育成する社会
科授業論の革新
」社会系教科教育学会『社会系教科
教育学研究』第10号, 1998
3）小玉重夫『シティズンシップの教育思想』白澤社，
2003
4）ジェームズ・Ａ・バンクス他『民主主義と多文化
教育
～グローバル化時代における市民性教育のため
の原則と概念～』明石書店, 2006
5）ジェラ
トー・デランティ『グローバル時代のシティ
ズンシップ』日本経済評論社, 2004
6）ジョセフ・ｓ・ナイＪｒｒグローバル化で世界はどう変わるか』英治出版, 2004
7）池野範男匚市民社会科の構想」社会認識教育学会
編『社会科教育のニュー・パースペクティブ』明治
図書, 2003
資料匚平和への誓い｣(中国新聞,平成19年８月７日朝刊)
私たちは
，62年前の８月６日，ヒロシマで起きたことを
忘れません
。あの日，街は真っ赤な火の海となり，何もか
もが焼かれてなくなりました
。川は死者で埋まり，生き残っ
た大たちは涙も出ないほど
，心と体を傷つけられました。
目も鼻も口もわからないほどの大やけど
。手足に突き刺さっ
た無数のガラス
。あの日，ヒロシマは，怒りや悲しみのと
ても恐ろしい街でした
。これが原子爆弾です。これが戦争
です
。これが本当にあったことなのです。しかし，原子爆
弾によっても失われなかったものがあります。それは生き
る希望です
。祖父母たちは，廃墟の中，心と体がぼろぼろ
になっても，どんなに苦しくつらい時でも，生きる希望を
持ち続けました
。多くの犠牲の上によみがえった広島をもっ
と輝かせたいという思いで
，原子爆弾によって焼け野原に
なった街をつくり直してきました
。そして，今，広島は，
自然も豊かでたくさんの人々が行き交う
，笑顔あふれると
ても平和な街となりました
。今，テレビや新聞は，絶える
ことない戦争が
，世界中で多くの命を奪い，今日一日生き
ていけるか
，一日一食食べられるか，そんな状況の子ども
たちをつくり出していることを伝えています
。そして，私
たちの身近なところでは
，いじめや争が多くの人の心や
体を壊しています
。嫌なことをされたら相手に仕返しをし
たい
，そんな気持ちは誰にでもあります。でも，自分の受
けた苦しみや悲しみを他人にまたぶっけても，何も生まれ
ません
。同じことがいつまでも続くだけです。平和な世界
をつくるためには
，「憎しみ」や厂悲しみ」の連鎖を，自分
のところで断ち切る強さと優しさが必要です
。そして，文
化や歴史の違いを超えて
，お互いを認め合い，相手の気持
ちや考えを「知ること」が大切です。途切れそうな命を必死
でつないできた祖父母たちがいたから
，今の私たちがいま
す
。原子爆弾や戦争の恐ろし事実や悲しい体験を，一人
でも多くの大たちに「伝えること」は，私たちの使命です。
私たちは
，あの日苦しんでいた大たちを助けることはでき
ませんが
，未来の大たちを助けることはできるのです。私
たちは
，ヒロシマを匚遠い昔の話」にはしません。私たち
は
，「戦争をやめよう，核兵器を捨てよう」と訴え続けてい
きます
。そして，世界中の人々の心を「平和の灯火」でつ
なぐことを誓います。平成19年（2007年）８月６日
こども代表
広島市立五日市観音西小学校６年　森　展哉広島市立東浄小学校６年　　　　山崎　菜緒
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